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JENESYS2022 日東ティモール「外交関係開設 20 周年記念」交流の記録 

（オンライン招へい） 

 

１．プログラム概要  

【目的】日東ティモール外交関係開設 20 周年を契機に、東ティモールの将来活躍が期待される青年

が、日本人との交流や日本の歴史・文化を体験することで、日本についての知見を深めるとともに、

日本と東ティモールの類似点や相違点を発見し、訪問地での学びや魅力を SNS 等で発信すること

で、両国の友好関係の強化、及び経済協力の推進を目的として実施しました。 

 

【参加者】東ティモールの大学生・社会人 計 32 名 

 

【訪問地】訪日プログラム：東京都、沖縄県、広島県 

 

【日程】 

日にち 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

事前学習（オンライン） 

1 回目 

2022 年 

7 月 29 日 

（注）他のプログラムと合同で実施 

【オリエンテーション】 

【日本理解講義・質疑応答】 

「日本の社会と文化」 

講師：JICE 日本理解講義講師  

アンドラディ久美氏 

講師が準備した色鮮やかな資料が映し出

され、参加者は熱心に聴講しました。また、

クイズ等の参加型講義を通じて講師との

コミュニケーションを楽しんでいました。

参加者からは、「日本へ留学する場合、日本

語を事前に学習しておく必要はあります

か」「日本は災害が多いですが、災害が発生

した後、どのように街を復興するのです

か、また住民に対して精神面でどのように

ケアを行いますか」といった多くの質問が

質問がありました。 

訪日前迄

の 

個別学習 

【動画視聴】「事前オリエンテーション」 

「外務省挨拶」「ホームビジット体験」 

「日本文化理解（京都）」「日本語学習」 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は、日本やプログラムに関する動画を視聴

しました。 

オンライン訪日プログラム 

1 日目 

2022 年 

12月 14日 

【オリエンテーション】 

【日本理解講義・質疑応答】 

「日本の魅力」 

講師：千葉大学国際未来教育基幹教授 

織田雄一氏 

講義中、参加者は真剣に聴講していまし

た。「日本ではひらがな・カタカナ・漢字が

あるとのことですが、一番多く使うのは何

ですか」「出生率の低下は今後、日本社会に

どのような影響を及ぼしていくのですか」
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【参加者間交流】 

① オリエンテーション 

「空手と柔道の違いは何ですか」「訪日後、

日本でしてはいけないルールは何ですか」

など、多くの質問がありました。 

参加者間交流では、グループに分かれて協

力しあいながら円滑にリーダーと副リー

ダーを選出していました。 

2 日目 

2022 年 

12月 15日 

沖縄県 

【日本文化体験】沖縄県読谷村 

【講話１】 

「東ティモール FM 開設エピソード」 

FM よみたん局長 仲宗根朝治氏 

【視察】読谷山 花織会館  

【講和２】「読谷山花織紹介」 

読谷山花織事業協同組合理事長 

又吉弘子氏 

【講話３】「沖縄の食文化について」  

琉球料理伝承人 大宜味かおり氏 

三件の講話全てが東ティモールと深い関

係がある内容であったため、参加者からの

反応が途切れることなくチャットに書き

込まれ、関心の高さがうかがえました。 

参加者は「東ティモールを訪問してどう思

いましたか」等、自国の印象や日本との違

いについて尋ねる内容が多くありました。 

「沖縄の食文化について」の講話では、自

国の料理と比較しながら、沖縄の食文化に

大変関心を持ち、「ぜひ沖縄に行って一緒

に料理を作りたい」などの意見や感想が多

くありました。 

3 日目 

2022 年 

12月 16日 

広島県 

【視察】広島ピースツアー 

ツアー開催：株式会社ｍｉｎｔ 

ガイド：福原信太郎氏 

【バーチャルツアー】広島市内 

【質疑応答】 

【グループ別交流】 

丁寧に構成されたピースツアーの内容に、

参加者は熱心に聴講していました。原爆の

威力の大きさには「speechless（言葉を失

う…）」とショックを受けていましたが、路

面電車が原爆投下後 3日で運転を再開した

と紹介した際は「何と早いことでしょう」

「信じられない」といった驚きと感心の反

応がありました。また、様々な視点からの

質問も多く出されました。参加者から「憎

しみを持ってはいけない、結局同じことに

なる。Forgiveness（赦し）の気持ちを大事

にという教訓は素晴らしい。ただ、実行す

るのはたやすいことではないと思います。

どうすればよいでしょうか」と質問があ

り、ツアー主催者から「世界中に友達をつ

くることから始めましょう」との回答があ

りました。 

4 日目 

2022 年 

12月 17日 

【ホームビジット】 

沖縄県読谷村 2 家庭 

① 地域紹介 

② ホームビジット 

ホームビジットでは、多くの参加者が画面

越しに対面し、活発に質疑応答をしていま

した。ホストファミリーが、家庭菜園で採
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沖縄県  

【交流】 

琉球大学法政エイサー（伝統エイサー団

体） 

① 法政エイサー紹介 

② メンバーとの交流 

③ 法政エイサー演舞披露 

④ カチャーシー体験（ホストファミリ

ーも参加） 

った野菜で家庭料理を作ったり、三線を演

奏すると、参加者は、沖縄文化に大変興味

をもった様子でした。ホストファミリーと

参加者の質疑応答は、例えば、「東ティモー

ルのおすすめ料理を教えてください」

「Raba Raba という料理が美味しいで

す」、「三線のような弦楽器は東ティモール

にもありますか」「ビオリノというものが

あります」。がありました。参加者から「楽

しかった、みなさんの普段の生活がわかり

興味深かった」といった感想がありまし

た。琉球大学法政エイサー団体の学生との

交流では、演舞披露が始まるとすぐに「す

ごい」「力強い」「エネルギッシュ」等の称

賛のコメントが多くありました。自国に同

じようなクラブ活動がない参加者から「羨

ましい」とのコメントもありました。お互

いに質問をしながら同世代同士の交流を

楽しんでいました。「エイサーの踊りには

どんな意味があるか」「白い顔の京太郎注 1

（チャンダラーまたはチョンダラー）は闘

志あふれるライオンをイメージしている

か」などの質問が出ていました。 

最後はカチャーシー注 2 を参加者と一緒に

踊り、一体感を感じる交流になりました。 

注 1:京太郎とは沖縄の伝統芸能の１つまたは演者のこと。 

注 2：カチャーシーとはテンポの速い沖縄民謡の演奏に合わせて踊られ

る、両手を頭上に挙げ、手首を回しながら左右に振る踊りのこと。 

5 日目 

2022 年 

12月 19日 

【ワークショップ】 プログラム全体を通しての学びを振り返

り、グループに分かれて報告会に向けた発

表準備を行いました。 

6 日目 

2022 年 

12月 20日 

【報告会】 

① プレゼンテーション（グループ別） 

② 講評 

③ 記念撮影・閉会 

テーマに沿って、グループごとに発表を行

いました。他のグループの発表にも熱心に

耳を傾け、お互いに協力し補いながら発表

していました。 
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２．記録写真  

事前学習 

  

7 月 29 日【オリエンテーション】 7 月 29 日【日本理解講義】「日本の社会と文化」 

  

7 月 29 日【講義・質疑応答】 7 月 29 日 【記念撮影】 

訪日プログラム 

訪問地：東京都、広島県、沖縄県 

  

12 月 14 日【日本理解講義】「日本の魅力」 12 月 15 日【日本文化体験】 

講和「東ティモール FM 開設エピソード」 

  
12 月 15 日【日本文化視察】花織会館 

 

12 月 15 日【日本文化体験】 

講和「沖縄の食文化について」 

  

12 月 16 日【視察】 

広島ピースツアー 

12 月 17 日【ホームビジット】 

沖縄伝統文化紹介の様子 



 

5 

  

12 月 17 日【交流】 

琉球大学法政エイサー演舞披露 

12 月 17 日【ホームビジット】 

全員でカチャーシーを踊る様子 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

 大学生 

このプログラムに参加させていただいたことに感謝いたします。今回のプログラムに参加して、

日本文化、経済、日本人の礼儀正しさや親切さ、日本の気候等の理解を深めることができ、大変

嬉しく思っています。 

 社会人 

このプログラムに参加できて、幸せで胸が高まりました。日本についての講義はよくまとまって

いて、分かりやすかったです。質疑応答の時間がもっとあれば良いと思いました。ありがとうご

ざいました。 

 大学院生 

日本について更に深く知ることができ、東ティモールとの関係を促進する素晴らしい機会でした。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

 講師 

  受講生が積極的に講義に参加して下さり嬉しく存じます。質問も予想以上に多く、受講生の日   

本への関心の高さがうかがえました。 

 講師 

1 時間の講義終了後、質問が次から次に寄せられ、皆さんとても熱心に聞いていただいたことが

わかり、嬉しく思いました。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋） 
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2022 年 7 月 29 日（Instagram） 

このプログラムに参加できたことは私にとって素

晴らしい経験でした。日本の面積は 378,000 ㎢で

４つの大きな島があるという地理的な内容から始

まり、日本について多くのことを発見することが

できました。（後略） 

2022 年 7 月 29 日（Instagram） 

皆さん、こんにちは！東ティモールの JENESYS

オンラインプログラムの参加者です。オンライン

で参加した素晴らしい交流プログラムでした。本

当にどうもありがとうございました。 

  

2023 年 12 月 19 日（Instagram） 

東ティモールと日本の外交関係開設 20 周年記念

のオンライン交流プログラム。日本の歴史や生活

などについて色々教えていただきありがとうござ

いました。いつかきっと日本を訪問したいと思っ

ています。 

2023 年 12 月 20 日（Twitter） 

JENESYS 日本・東ティモール外交関係開設 20 周

年記念交流。日本は、東ティモールの発展に多大

な貢献をした世界でも数少ない国の一つです。私

たちは沖縄の地元の料理、とてもエネルギッシュ

でクリエイティブな地元のダンス大学クラブ、被

爆地広島の平和構築、沖縄の地元の人々、現地の

楽器演奏など心に響くプログラムを通して多くの

魅力を発見しました。東ティモールの伝統的な 

TAIS と関連づけてジンバナ、オージバナ、カジマ

ヤと呼ばれる三つの哲学的な模様の伝統的な日本

の織物ファッションについても学び、美しく大胆

なデザインにすっかり魅了されました。日本のホ

ストファミリーや大学生たちはとてもフレンドリ

ーで、オンライン上であっても私たちをおもてな

しの心で歓迎してくれていることがよくわかりま

した。セッション中、事あるごとにいつも笑顔で

お辞儀をしてくれたことで、日本への愛がいっそ

う深まりました。東ティモールのみなさん、旅行

の計画がある時はぜひ日本へ。人々は素晴らしく

見逃せないスポットも多い美しすぎる国ですよ。

こんな忘れがたい素敵な機会を与えてくださり本

当にありがとうございました。 
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６．報告会での帰国後のアクション・プラン発表  

東ティモール外交関係開設 20 周年記念交流 ① 

 

 実施計画：今回の学びや気づきをセミナー形式で発信 

 実施時期：1 月 20－27 日の間 

 ターゲット：学生、若手、ボランティア組織 

東ティモール外交関係開設 20 周年記念交流 ② 

 

 

 

 

 

 

 実施理由：日本文化や社会生活について理解を促進する目的で、今回のオンラインプログラムで

学んだ情報を共有する。 

 実施時期：2 月 19 日 

 ターゲット：主に若い世代 

実施方法：Facebook ページを用いて日本の情報を発信する。 

東ティモール外交関係開設 20 周年記念交流 ③ 

 

 

 

 

 

 

 実施計画 

プログラムを通しての学び・気づきを SNS 上で写真・ビデオを通して配信する。 

プログラム中に学んだことを職場で発表する。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


